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 LHDでは共鳴面に対して偶構造（交換型モー

ドの構造に類似）の内部モード構造を持つ揺動

が広範なプラズマパラメータ領域において観

測されるが、閉じ込めへの影響は微小で、揺動

が発現しているにもかかわらず、炉心相当の5%

の高ベータ領域に到達している。高ベータプラ

ズマはプリセット磁気軸3.6 mのときに得られ

るが、プラズマ全体の磁気井戸の深さがより深

く、MHD安定な磁気軸3.75 mにおいて、放電中

に密度を増加させると、プラズマ閉じ込めの急

激な劣化（崩壊）を伴うMHD不安定性が観測さ

れる。これはLHDで崩壊現象が同様に観測され

るバルーニングタイプ不安定性やロックトモ

ード様不安定性とは異なり、この不安定性の特

性について調べている。 

 図1は崩壊を伴うMHD不安定性の典型的な放

電波形を示す（塗りつぶし領域で大きな磁場揺

動を伴う不安定性が発現している）。放電中に

ガスパフにより密度が徐々に増加し、2.0 sで磁

場揺動が急激に成長する。加熱パワーが一定に

もかかわらず、体積平均ベータ値が10%程度低

下している。2.6 sでは磁場揺動が抑制され、ベ

ータ値は崩壊前の値に戻っている。この結果は、

不安定性によりベータ値が制限されているこ

とを示唆している。 

 図2はベータ値と磁気レイノルズ数空間にお

ける崩壊を伴うMHD不安定性の発現領域を示

す。磁場強度が異なる放電にも関わらず、同じ

領域で不安定性が発現している。実線は図1の

放電の時間履歴を示しており、放電中にベータ

値が増加し、磁気レイノルズ数が低下して、発

現領域到達したときに不安定性が発現してい

る。この結果は、高ベータかつ低磁気レイノル

ズ数領域で不安定性が発現することを示唆し

ている。 

 

 
図 1．崩壊を伴う不安定性の典型的な放電波形。上

から体積平均ベータ値と NBI の加熱パワー、線平均

電子密度、トロイダル磁場強度で規格化したプラズ

マ電流、MHD 不安定性の磁場揺動。 
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図 2．体積平均ベータ値と磁気レイノルズ数（S）空

間における不安定性の発現領域。丸印は崩壊前のデ

ータに対応し、バツ印は崩壊時のデータに対応す

る。赤（青）印は、磁場強度が-0.75 T (-0.60 T)

のデータに対応する。黒印は図 1で示した放電に対

応する。 
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